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蒲郡市基本構想について 

 

蒲郡市議会の議決すべき事件を定める条例（平成２７年蒲郡市条例第１号）第１

号の規定により、蒲郡市基本構想を次のとおり改めるものとする。 
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蒲郡市基本構想を改めるため提案する。 



 



 

 

 

 

 

蒲郡市基本構想 



 

 

１ 蒲郡市民憲章に基づくまちづくり 
 

 

 

昭和 47 年 11 月 3 日に「蒲郡市民憲章」が制定され、本市の望ましいまちづくりの姿を

掲げ、よりよいまちをめざしてきました。 

今後も本市のまちづくりの根本的な理念として、「蒲郡市民憲章」を踏まえ、基本構想を

実現するための取組を市民・事業者・行政が一丸となって進めます。 

  

 

【蒲郡市民憲章】 

 

蒲郡市は、美しい自然にめぐまれ、先人の努力によって育ってきました。 

私たち市民は、この誇りをもって、さらに、教養と文化を高め、産業を振

興し、明るい豊かな郷土をつくるために、三つの誓いを定めます。 

 

１ 「はい」「ありがとう」「すみません」、愛のことばで ひとづくり 

２ 心と体をすこやかに、笑顔で働き いえづくり 

３ 海と空を美しく、みんなの力で まちづくり



 

 

２ 将来都市像 
 

 

 

（１）まちづくりの基本理念 

本市は、豊かな自然や美しい三河湾の恵み、恵まれた地理的条件の中で、先人たちの

たゆまぬ努力により、社会・産業・文化など調和のとれた豊かな地域として発展してき

ました。今後も豊かな自然の中で市民の健康と暮らしを守り、誰もが健やかに安心して

暮らすことができるようにまちの土台を維持する必要があります。さらに、本市の強み

を生かした持続可能なまちづくりを推進していくことが求められます。 

市民一人ひとりがまちに誇りと愛着を持つとともに、市民・事業者・行政が一体とな

ったまちづくりを推進し、市民一人ひとりが輝き、希望と幸せを実感できるまちをめざ

し、未来へとつなげていくことが大切であると考えます。 

そこで、このような考え方で、第五次総合計画において取り組むまちづくりの基本理

念を以下のとおり定めます。 

 

 

安全・安心・快適 

快適な環境により、安全安心に住み続けられ、市民全員が居場所と役割を持ち活躍 

する 

 

人と自然の共生 

海、山、温泉など地域資源を大切にし、自然との共生による持続可能性を高める 

 

つながる 

市民・事業者・行政が一体となり、人と人とが支え合い、つながりあう 

 

一人ひとりが主役 

市民一人ひとりが夢と希望を持ち、主役となり人が輝く 

 

 

 

  



 

 

（２）将来都市像 

まちづくりの基本理念に基づき、本市のめざす将来都市像を次のとおりとします。 

 

豊かな自然 一人ひとりが輝き つながりあうまち 

～ 君が愛する蒲郡 ～ 

 

  

●豊かな自然 

「豊かな自然」というかけがえのない資源を有した特色ある都市を形成しており、こ

の魅力を今後も継承して、市民や来訪者が快適に暮らし、楽しむことができるまちづく

りを一層進めます。 

●一人ひとり輝く 

一人ひとりが主役となり自発的に自分の力を生かし、自分らしく、生きがいを実現

し、活躍できる舞台となる都市を築きます。さらに、「誰一人取り残さない」社会を築

くことを理念とする SDGs の達成に向け、環境と社会、経済がバランス良く発展した持

続性の高いまちをめざします。 

●つながりあう 

一人ひとりの価値観に応じて市民が快適に暮らし、本市を訪れる人が本市の魅力を

楽しみ、人々がふれあい、交流することで、いつまでも笑顔があふれるまちをめざしま

す。 

また、人々が美しい海、山の自然やそこに育まれたまちを舞台に語り合い、絆を深め

合うことで幸せを感じ、異なる価値観や文化の共生を進め、さらに新たな人づくり、ま

ちづくりを実現していく都市「蒲郡」をめざします。 

  

●君が愛する 

市民の地元への愛着を深めてシビックプライドを醸成し、本市で過ごす様々な人が、

生活の場、産業の場、観光交流の場、挑戦できる場など、多様な活動を実現することが

できる場とし、都市としての価値を向上していくことをめざします。 

 

 

 以上のような方向をめざすため、本市の将来都市像として、 

「豊かな自然 一人ひとりが輝き つながりあうまち 

～ 君が愛する蒲郡 ～          」を掲げます。 

 

  



 

 

（３）人口 

 目標人口 

●蒲郡市の将来人口を推計すると、令和 12 年（2030 年）には 74,462 人まで減少するこ

とが予想されます。 

●地域の持続性を維持するために、子育て環境の整備を図るなど、子育て世帯の流入や

定住者の増加を図る必要があります。 

●このため、2060 年を展望した「蒲郡市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」では、

蒲郡市の将来人口はその目標を 61,000 人と掲げています。 

●第五次総合計画の推進に際しても、定住対策を充実して人口減少スピードの緩和を一

層図り、「人口ビジョン」に示している目標を達成するための過程として、令和 12 年

（2030 年）の目標人口をめざします。 

    

 

令和 12 年（2030 年）の目標人口 77,000 人 

 

 

 

  



 

 

３ 基本目標 
 

 

 

市民憲章の考え方を踏まえながら将来都市像を実現するため、まちづくりの柱として、

次の 6 つの基本目標を掲げます。 

 

（１）笑顔つながる幸せに暮らせるまちづくり－健康・福祉 

少子高齢社会に対応していくため、安心して子どもを産み育てられるよう、妊娠期か

ら子育て期まで切れ目のない子育て環境を整備するとともに、健康づくり、地域医療、

福祉を充実し、生涯を通じて健康な生活を送ることができ、地域で互いに助け合い、支

え合う福祉社会の実現に向けた笑顔つながる幸せに暮らせるまちづくりをめざします。 

 

（２）人と文化を未来につなぐまちづくり－教育・文化 

子どもたちの個性や生きる力を育む学校教育や、生涯学習・スポーツの充実に努める

とともに、本市の伝統・文化の大切さを伝えることにより、我がまちに愛着と誇りの持

てる次代を担う人材や、心豊かな人を育み、人と文化を未来につなぐまちづくりをめざ

します。 

 

（３）豊かな自然とともに安心して住み続けられるまちづくり－安全・安心 

身近な自然環境を保全しつつ、ごみの減量や分別収集による資源の有効利用と環境

美化の推進により、環境に負荷を与えないまちづくりをめざすとともに、循環型社会の

形成などにより、誰もが自然を生かした潤いのあるまちづくりをめざします。 

さらに、災害に強いまちづくりや交通安全・防犯対策の強化に努めるなど、豊かな

自然とともに安心して住み続けられるまちづくりをめざします。 

 

（４）にぎわいと元気あふれるまちづくり－産業 

産業間の連携強化やシティセールス、新たな産業の創出や企業立地支援の充実、企業

誘致の推進により地域産業の振興や雇用の創出を図り、にぎわいと元気あふれるまち

づくりをめざします。 

 

（５）人と人がつながり快適な暮らしを支えるまちづくり－都市基盤整備 

市民の生活や地域経済の発展を支えるため、良好な市街地整備や道路・交通ネットワ

ーク、港湾の充実を図るとともに、より快適な暮らしを実現するための生活基盤の整備

を進め、災害に強く、人と人がつながり快適な暮らしを支えるまちづくりをめざしま

す。 

 

（６）市民とともに歩むまちづくり－地域・行財政 

社会の変化や多様化する市民のニーズに対応していくため、地域コミュニティの活

性化や市民一人ひとりが活躍できる環境づくりを行い、市民とともに歩むまちづくり

をめざします。また、持続可能なまちづくりのため、より適正な行財政運営を推進しま

す。 

  



 

 

施策の体系図 

 

市民憲章  将来都市像  基本目標  基本施策 
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（１）笑顔つながる幸せに暮

らせるまちづくり 

－健康・福祉 

 １ 地域医療 

２ 子育て支援 

３ 高齢者福祉 

４ 健康づくり 

５ 障がい者福祉 

６ 社会保障・保険分野 

７ 生活自立支援 

     

  
（２）人と文化を未来につな

ぐまちづくり 

－教育・文化 

 

 １ 学校教育 

２ スポーツ 

３ 文化芸術 

４ 生涯学習 

     

  
（３）豊かな自然とともに安

心して住み続けられる

まちづくり 

－安全・安心 

 

 １ 防災・減災 

２ 消防・救急 

３ 環境保全・生活衛生 

４ 交通安全・防犯 

５ 循環型社会形成 

     

  
（４）にぎわいと元気あふれ

るまちづくり 

－産業 

 

 １ 観光 

２ 商業・サービス業 

３ 工業 

４ 農林業 

５ 水産業 

６ ボートレース 

     

  
（５）人と人がつながり快適

な暮らしを支えるまち

づくり 

－都市基盤整備 

 

 １ 公共交通 

２ 道路 

３ 下水道 

４ 港湾・河川・海岸 

５ 市街地整備・都市景観 

６ 住宅環境 

７ 水道水の安定供給 

     

  
（６）市民とともに歩むまち

づくり 

－地域・行財政 

 

 

 １ 地域コミュニティ活動 

２ 市民協働 

３ 男女共同参画 

４ 多文化共生 

５ 公共施設の適正な管理 

６ 行財政運営 

７ 開かれた市政 

８ 行政のデジタル化 
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４ 将来都市構造 
 

 

 

将来都市構造とは、本市の市域の地理的特徴や都市を構成する要素を踏まえて、将来

都市像の実現に向けての視点や基本方針を空間的かつ概念的に表すものです。 

 

（１）将来都市構造の基本的な考え方 

●本市の将来都市像を実現するためには、自然環境と調和しながら人口減少・高齢化・災

害のリスクに対応した安全で快適な生活空間を形成していくだけでなく、本市の特性

を産業や人々の交流といった都市活動に積極的に活用し、都市としての個性と魅力を

一層向上させていくことが求められます。 

●そのために、本市の最大の特徴であり人々の暮らしと心を豊かにする三河湾と山並み

を「自然軸」、市内の地域間や周辺都市をつなぐことにより交流を活性化させる交通ネ

ットワークを「交通軸」、市内各地域におけるそれぞれの特性を生かした空間形成をめ

ざす「ゾーン」を市内全域に位置づけ、これらの要素により健全な都市構造を形成しま

す。 

 

（２）将来都市構造の概念図 

穏やかな三河湾と山並みからなる「自然軸」を土台として、蒲郡駅周辺の「心と暮ら

しを豊かにするコアゾーン」を中心に、まとまりのある各ゾーンが扇状に広がります。

各ゾーンでは自然軸と調和した都市活動が行われ、「交通軸」によりつながり合うことで

互いに影響し魅力を高め合っています。 

将来都市構造の概念図 

  



 

 

（３）将来都市構造を構成する要素 

本市の将来都市構造を「自然軸」「交通軸」「ゾーン」という３つの要素で表します。 

 

自然軸 

本市が面する三河湾や北部の山並みといった自然が織りなす美しい風景は、風光明

媚な本市のイメージを特徴づける重要な要素であり、人々の心に癒しと安らぎをもた

らしています。 

三河湾と山並みを「自然軸」と位置づけ、自然環境と美しい景観の維持保全を図ると

ともに、それぞれの特性をまちづくりの資源として活用します。 

 

■海の自然軸 

三河湾の水質浄化及び水産資源の保護や海に親しむ環境づくりを推進し、漁場及び

観光・レクリエーション資源として活用します。 

 

■緑の自然軸 

森林の保全により多面的機能＊を維持し、保養・レクリエーション資源として活用し

ます。 

＊森林の持つ多面的機能…生物多様性・地球環境の保全、土砂災害の防止、水源のか 

ん養 

 

交通軸 

道路・鉄道・航路等の交通ネットワークは、都市間や市内各ゾーンを結び交流機能・

防災機能を向上させ、市民生活やあらゆる経済活動を支える都市の軸です。本市のまち

づくりにおいて特に重要な意味を持つ交通ネットワークを「交通軸」として位置づけま

す。 

 

■広域幹線軸 

主要都市間を結び、周辺都市との交流や産業活動を支える市全体の発展に重要な役

割を担う交通軸です。国の重要物流道路として平常時だけでなく災害時においても安

定的な輸送を確保します。 

 

■都市骨格軸 

都市の骨格を形成し市民の安全で快適な生活環境を確保する主要道路であり、多様

な役割を担っています。市街地を縦断する路線は、広域幹線軸や高速道路等と結節する

ことで各ゾーンの都市活動を支援し、市全体の発展を支える交通軸です。市街地を横断

する路線は、市内地域間の円滑な交流を促進する交通軸です。 

 

■公共交通軸 

誰もが安心して移動でき、周辺都市との交流や産業活動を支えるとともに、市内地域

間の円滑な交流を促進する交通軸です。 

 

■海洋交通軸 

海を感じる街並みを生かした観光や港湾機能を活用した物流において重要な役割を



 

 

持ち、蒲郡市が世界と直接つながる交通軸です。 

 

５つのゾーン 

市域をそれぞれの特徴を生かした土地利用の観点から５つのゾーンに区分し、各ゾ

ーンにおける空間形成の方向性を表します。 

 

■心と暮らしを豊かにするコアゾーン 

交通結節点・中心市街地・観光拠点・港といった多様な要素を一体的に活用し、市の

基幹的な都市機能や交流機能の集積を図り、人・コト・モノがつながり新たな価値が生

まれる都市発展の中心核として、人の心と暮らしを豊かにするゾーンです。 

 

■安全で快適な生活ゾーン 

生活コミュニティの拠点となる鉄道駅周辺を中心に医療・福祉・子育て支援・商業な

どの都市機能が集積し、年齢や障がいに関わらず誰もが安心し、快適に生活できる環境

が整ったゾーンです。 

 

■自然と産業が共生する生産ゾーン 

農地を保全し農業振興の基盤とするとともに、交通軸との連携を生かした物流等の

多様な経済活動が行われるゾーンです。 

 

■世界とつながる臨海ゾーン 

岸壁の延伸・ふ頭再編といった港湾機能の向上や交通軸との連携による国内外から

の人やモノの流れの活性化を図り、三河港の中心的な役割を担う港湾として広域経済

の発展に寄与するゾーンです。 

 

■非日常と癒しのレクリエーションゾーン 

景観に配慮した一体感のある街並みが形成され、水辺空間や海洋レクリエーション

を楽しむ観光拠点をはじめ、教育施設や商業施設等が立地する都市成長拠点となるゾ

ーンです。 

 


